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研究成果の概要（和文）：　3～6か月の母乳育児をする母親553名に無記名式質問紙調査をWeb調査にて実施し
た．項目分析の結果，34項目について探索的因子分析を実施し，【母乳での授乳中の幸福感】【サポート環境の
安心感】【母乳の量と授乳方法の満足感】【安楽な母乳での授乳姿勢】の26項目4因子構造の母親が母乳育児に
感じる心地よさ尺度を作製した．尺度全体のCronbachのαは.905であった．既知グループ法による構成概念妥当
性の検証の結果，完全母乳栄養群の得点が，混合栄養群やほぼ人工栄養群よりも高く，栄養方法別の差異を示し
た．産褥早期に早産，多胎などの母乳育児困難な要因がある場合はない場合に比べ有意に得点が低かった．

研究成果の概要（英文）：A web-based anonymous survey was conducted with 553 mothers who breastfeed 
infants aged 3 to 6 months. We performed an item analysis and an exploratory factor analysis of 34 
items, and developed a scale for comfort of breastfeeding perceived by the mothers with 26 items in 
the following four factors: Feelings of happiness while breastfeeding, Sense of ease in the 
supportive environment, Satisfaction with the amount of breast milk and feeding method, and 
Breastfeeding posture with comfortable breastfeeding. Cronbach's α coefficient for the total scale 
was .905. We examined the construct validity using the known group method. There were differences by
 nutritional method: the scores of the complete breastfeeding group were higher than those of the 
mixed nutrition and the mostly artificial nutrition groups. The scores of mothers with breastfeeding
 difficulty factors were significantly lower than those without such factors.

研究分野： 母性看護学

キーワード： 母乳育児　心地よさ　母親　尺度

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　産科施設退院後は母親は自己管理で母乳を行っていることが多く，栄養方法も完全母乳から人工栄養が多い方
法まで多岐にわたる．また，母乳育児を取り巻く環境や母乳育児に伴う困難から母乳育児を心地よく思えない場
合も多くある．母親の心身の苦痛を緩和し，心地よさを感じられるよう支援することで母乳の継続に貢献できる
と考えた．
　今回開発した尺度は，母親が母乳育児に感じる心地よさを「授乳中の満足」「サポートの安心感」「授乳量と
方法の満足」「安楽な授乳姿勢」と総合的に評価している．母親が母乳育児に感じる心地よさ尺度を使用するこ
とで，母親に適切なケアの提供ができると考える．また，産褥早期からの支援も可能と考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 母親にとって母乳で授乳することは 1 日に数回から十数回行われる日常生活の中の営みであ
り，日々繰り返される母乳育児で，心地よさを感じることは育児の負担や疲労から回復する力を
与え(千葉, 村瀬, 2023)母乳育児を継続する原動力となる．一方で、母乳育児をする母親が良い
母親であるという社会規範や核家族化の中の孤立した育児などの母乳育児を取り巻く環境，乳
頭・乳房トラブルや授乳量など母乳育児に伴う困難や不安から，母親が母乳育児を心地よく感じ
られない場合があることが指摘されている(濱田, 佐々木, 住谷他, 2018)．また，少量でも母
乳を飲ませていれば母乳育児と定義され，母乳のみでの授乳から母乳より人工栄養が多くなる
授乳方法まで多岐にわたる(清水, 2011)．母親の心身の苦痛を緩和し，心地よさを感じられるよ
うに母乳育児を支援することで母乳育児の継続をもたらすことが期待される．しかし，分娩施設
を退院した後，母親は自己管理で母乳育児を行っていることが多く(堺, 2022)，母乳育児の状況
の把握が困難となっている．我が国において，母乳育児をする母親の状態を測定するために多数
の尺度がこれまでに開発されているが，これらの尺度はいずれも母乳育児の心地よさに関連し
た項目を含んでいるものの，測定しているのは母乳育児の心地よさの一部の側面のみであり，母
親が母乳育児に感じる心地よさを総合的に評価しているものは見当たらない．母親が母乳育児
に感じる心地よさを主観的に評価することが可能になれば，母親の授乳及び母乳育児の受け入
れ状態をより直接的に把握でき，母乳育児に感じる心地よさを高めるケアの提供が期待される．  
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，母親が母乳育児に感じる心地よさの測定用具を開発することである． 
 
３．研究の方法 
（1）尺度原案の作成 
 質問項目の原案は，母乳育児を行っている母親で産褥早期から産後 3 か月までにある母親に
縦断的に，6 か月以上継続をしている母親に横断的に面接調査を行った調査結果(千葉, 村瀬, 
2023)に基づいて原案 58項目を作成した。その後，産褥早期から卒乳または断乳までの時期の母
乳育児をする母親のケアにかかわった経験が 5 年以上ある助産師 7 人および母性看護の研究者
1人の計 8人に依頼し,母乳の心地よさ尺度の原案 58項目の内容妥当性の検討を行った．評価の
結果，I-CVI が 0.5 以下であった 1 項目を削除し，削除後の 57 項目の S-CVI/Ave.が 0.90 であ
ったため，尺度原案は 57項目とした． 
（2）尺度の信頼性・妥当性の検証 
①研究対象者 
 産後 3 か月から 6 か月まで母乳育児を継続している母親約 550 名を対象とした．さらに選定
基準として，①児の授乳方法が完全母乳または混合栄養である母親，②日本語の読み書きができ
る，③インターネット調査に協力できるとした． 
②調査方法 
 マクロミル株式会社が提供するインターネットリサーチサービスを利用し Web 調査を実施し
た． 
（3）調査項目，分析方法 
①尺度原案の作成 
 57 項目の母乳の心地よさ尺度原案の回答形式は，「そう思う(5 点)」から「まったくそう思わ
ない(1点)」の 5件法とした．得点が高いほど，心地よさを感じている配点とした． 
②研究対象者の属性 
 年齢，初産婦・経産婦の別，分娩様式，分娩時期，単胎・多胎の別，入院中の母児同室の有無，
退院ごろの授乳方法，産後 1 か月ごろの授乳方法，現在の授乳方法，退院後の乳頭・乳房トラブ
ルの有無,母乳相談の有無，母乳相談できるところ，経産婦の場合は上の子どもの授乳方法と母
乳の期間についても尋ねた． 
（4）分析方法 
①項目分析 
 平均値・標準偏差による天井効果・床効果を確認した．Good-Poor analysis(以下，GP 分析)，
項目間相関分析，Item-Total Correlation(以下，I-T 相関)を行った． 
②信頼性の検証 
 尺度の信頼性は，内的整合性の Cronbach のα信頼係数を算出した． 
③妥当性の検証 
 項目分析により抽出された項目を用いて質問項目の構造を明らかにするために，探索的因子
分析を行った．既知グループ法を用いて構成概念妥当性の検証を行った．既知グループ法の仮説
を「完全母乳栄養群は完全母乳栄養による栄養法以外の群よりも得点高い」とした．完全母乳栄
養群，混合栄養群，ほぼ人工栄養群間の母乳の心地よさ尺度得点の違いを比較した．また，属性



による尺度得点の差を比較した．さらに,確認的因子分析として共分散構造分析を用いた因子分
析を実施しモデルの適合度を算出した．適合度合は，GFI (Goodness of Fit Index)，AGFI 
(Adjusted Goodness of Fit Index)，CFI (Comparative Fit Index)，RMSEA (Root Mean Square 
Error of Approximation)，AIC (Akaike's Information Criterion)で評価した． 
 統計解析には，IBM SPSS Statistics および Amos 25.0 を用いた．有意水準は 5％とした． 
（4）倫理的配慮 
 所属機関の研究倫理審査委員会の承認（承認番号：3014, 2128, 2201）を受けた．Web 調査
の実施に際しては，研究の目的・方法，研究参加の自由意志，匿名性の保持，データ管理，
研究結果の公表研究の同意は調査への回答を持って同意とすること，回答配信後の取り消
しはできないことについての説明文書を提示し，同意を示すボタンをクリックすることで
本研究の調査の調査用紙が表示されるようにし，研究同意の確認を得た後実施した．Web 調
査のマクロミル株式会社とは，機密保持契約を結んだ． 
 
４．研究成果 
（1）対象者の属性（表 1） 
 553人から回答があり，すべてが有効回答であった．対象者の内訳は，初産婦が247人(44.7％)，
経産婦が 306 人(55.3％)であった．産後月数は，産後 3 か月が 147 人(25.7％)，産後 4 か月が
127 人(23.0％)，産後 5か月が 125 人(28.8％)，産後 6か月が 159 人(22.2％)であった．現在の
授乳方法は，完全母乳栄養が 241 人(44.6％)，混合栄養が 207 人(37.4％)，ほぼ人工栄養が 105
人(19.0％)であった．  

 

（2）項目分析 

 天井効果があったものは 28 項目，床効果があった項目は 1項目であった．天井効果・床効果

を示した項目は,いずれも母親が母乳育児に感じている心地よさという概念を測定する上で不可

欠な項目であると考え，天井効果，床効果がみられた項目の削除は行なわなかった．GP 分析，

項目間相関分析，I-T 分析の項目分析により，21 項目を削除した． 

（3）探索的因子分析 

 項目分析により 21項目を除いた 34 項目について，主因子法，プロマックス回転により因子分

析を行った．KMO は.910 を示し，Bartlett の球面検定は有意な差(χ2＝8096.7，df＝561，p<.001)

を認めた．因子負荷量.40 以上の項目を採択の基準とした． 

（4）信頼性の検証 

 第 1 因子は Cronbach のα＝.879，第 2因子はα＝.783 であった．第 3因子では項目 26 と 27



を削除した場合にα係数が上昇したため，これらを削除項目とした．削除後はα＝.807 であっ

た．第 4 因子では項目 16 と 36 を削除した場合にα係数が上昇したため，これらを削除項目と

した．削除後はα＝.792 であった．4項目削除後の尺度全体の Cronbach のα係数は.905 であっ

た． (表 2)． 

（5）尺度の命名と尺度得点および尺度間の相関 

 第 1因子は 11項目から構成され，「おっぱいを飲む赤ちゃんに癒やされる」など母乳での授乳

中に母親が感じる満足感や幸福感を表した内容であったことから【母乳での授乳中の幸福感】と

命名した．第 2因子は 7項目から構成され，「授乳について悩みを分かち合える人がいる」など

サポートを表す内容であったことから【サポート環境の安心感】と命名した．第 3因子は 5項目

から構成され，「今の授乳方法に満足している」など現在の授乳方法と母乳の分泌量に自分なり

に満足を感じている内容を表していることから【母乳の量と授乳方法の満足感】と命名した．第

4 因子は 3 項目から構成され，「おっぱいでの授乳は，身体に力が入らずリラックスできる」な

ど授乳時のポジショニングの安楽を表す内容であったことから【安楽な母乳での授乳姿勢】と命

名した．尺度全体の得点は 104.02±14.59(平均±標準偏差)，中央値は 105.00，第 1因子【母乳

での授乳中の幸福感】の得点は 46.71±6.78，中央値は 48.00，第 2因子【サポート環境の安心

感】の得点は 25.70±5.37，中央値は 26.00，第 3因子【母乳の量と授乳方法の満足感】の得点

は 20.91±3.77，中央値は 22.00，第 4因子【安楽な母乳での授乳姿勢】の得点は，10.70±2.90，

中央値 11.00 であった．尺度全体と各因子間の Spearman の順位相関係数はρ=.659～.857 

(p<.001)，各因子間はρ=.356～.658 (p<.001)といずれも有意な正の相関を示した． 

 
 

（6）構成概念妥当性の検証（表 3，表 4） 

 構成概念妥当性の検証として，既知グループ間の尺度得点の比較および確認的因子分析を行

った．既知グループ間の尺度得点の比較は，属性および栄養方法別の比較を行った． 



 

属性項目では，尺度全体で早産の有無(p=.012)，多胎の有無 (p＝.008)，入院中の母児同室の

有無(p<.001)，退院頃の授乳方法(p=.013)と 1か月頃の授乳方法 (p<.001)，母乳相談できると

ころの有無(p=.005)，経産婦の場合は前回の授乳方法 (p<.001) の得点において有意な差がみ

られた．栄養方法別では，尺度全体および各因子とも完全母乳群，混合栄養群，ほぼ人工栄養群

の順に得点が高かった 

確認的因子分析を 26項目 4因子構造となった母親が感じる母乳育児の心地よさ尺度に対して

実施したところ，モデル適合度はχ2＝1248.634，df=293，p<.001，GFI= .840，AGFI= .809，

CFI=.831，RMSEA= .077，AIC=1364.634 であった． 

 尺度全体と 4 つの下位尺度のα係数はすべて.70 以上の範囲にあったことから信頼性は確保

されたと考える．また，第 1 因子から第 4 因子の因子間に有意な相関が見られたことは 4 つの

因子が全体として母乳育児の心地よさとしてまとまりを示していると考えられる．既知グルー

プ法による構成概念妥当性の検証では，栄養法別，産後月数別，属性別で尺度全体および第 1～

第 4因子において完全母乳栄養群の得点が最も高く，栄養法別の差異を示した． 
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属性
n 平均値 標準偏差 中央値 p値 平均値 標準偏差 中央値 p値 平均値 標準偏差 中央値 p値 平均値 標準偏差 中央値 p値 平均値 標準偏差 中央値 p値

初産婦と経産婦の別a 初産婦 247 103.9 14.437 105 47.06 6.565 48 26.03 5.33 26 20.45 3.882 21 10.36 2.95 10
経産婦 306 104.11 14.734 105.5 46.44 6.944 48 25.43 5.4 26 21.27 3.641 22 10.97 2.831 11

早産の有無b 早産 22 103.95 17.705 104 44.86 7.76 45 28.09 5.209 27 20.14 4.291 21.5 10.86 3.121 12
後期早産 58 97.31 19.537 95 42.69 9.323 44.5 24.93 5.84 24 19.17 4.585 20 10.52 2.83 11

正期産・過期産 473 104.84 13.516 106 47.29 6.17 48 25.68 5.3 26 21.15 3.577 22 10.71 2.901 11

多胎の有無a 単胎 540 104.33 14.355 105 46.89 6.655 48 25.75 5.333 26 20.97 3.744 22 10.73 2.898 11
多胎 13 91.15 18.765 83 39.54 8.181 37 23.85 6.805 23 18.38 4.073 19 9.38 2.663 9

入院中の母児同室a あり 453 105.07 14.415 106 47.08 6.61 49 26.01 5.344 26 21.13 3.697 22 10.85 2.889 11
なし 100 99.24 14.488 99.5 45.04 7.296 46 24.3 5.3 25 19.89 3.941 21 10.01 2.852 10

退院頃の授乳方法a 直接授乳のみ 123 107.08 13.504 109 47.54 6.178 49 25.98 5.461 26 22.15 3.075 23 11.41 2.854 12
直接授乳を含む他の方法 430 103.14 14.784 105 46.48 6.929 48 25.62 5.35 26 20.55 3.876 21 10.49 2.88 11

1か月頃の授乳方法a 直接授乳のみ 185 107.83 12.617 109 48.14 5.762 49 25.83 5.516 26 22.38 2.69 23 11.48 2.711 12
直接授乳を含む他の方法 368 102.1 15.143 103 46 7.135 47 25.64 5.305 26 20.17 4.012 21 10.3 2.912 10

退院後トラブルの有無a なし 312 104.41 14.538 105 46.86 6.728 48 25.73 5.386 26 20.97 3.762 22 10.85 2.836 11
あり 241 103.51 14.671 105 46.52 6.851 48 25.66 5.364 25 20.83 3.784 22 10.49 2.969 11

退院後母乳相談の有無a なし 328 104.39 13.976 105 46.97 6.5 48 25.39 5.119 25 21.16 3.679 22 10.86 2.898 11
あり 225 103.48 15.456 105 46.34 7.162 48 26.15 5.703 26 20.53 3.873 21 10.46 2.888 11

母乳相談できるところの有無a なし 96 100.33 13.103 102.5 45.86 6.438 47 23.29 4.806 23 20.56 3.696 21 10.61 2.848 11
あり 457 104.79 14.78 106 46.89 6.841 48 26.21 5.352 26 20.98 3.784 22 10.71 2.911 11

経産婦のみ　前回の授乳法b 完全母乳栄養 173 107.14 13.435 109 47.52 6.492 49 25.81 5.317 26 22.35 2.984 23 11.46 2.562 12
混合栄養 118 99.76 15.671 99.5 44.76 7.416 46 24.97 5.455 24 19.78 4.007 21 10.25 3.067 10

人工栄養のみ 15 103.4 13.658 99 47.13 5.854 48 24.8 5.931 25 20.53 3.378 21 10.93 2.84 11
p <.05
a:Mann-WhiteyのU検定
b:Kruskal- Wallis 検定

表3　属性による尺度得点の違い

.764 .376 .237 .008 .014

尺度全体 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子

.008 <.001 .210 .023 .098

.012 <.001 .065 .009 .716

.013 .18 .711 <.001 <.001

<.001 .006 .005 <.001 .011

.399 .56 .748 .589 .203

<.001 <.001 .678 <.001 <.001

.005 .06 <.001 .202 .746

.685 .43 .104 .040 .106

<.001 <.001 <.001 <.001 .005

n 平均値 標準
偏差

中央値 p値a VS混合
栄養群

VSほぼ
人工

栄養群
平均値 標準

偏差
中央値 p値a VS混合

栄養群

VSほぼ
人工

栄養群
平均値 標準

偏差
中央値 p値a VS混合

栄養群

VSほぼ
人工

栄養群
平均値 標準

偏差
中央値 p値a VS混合

栄養群

VSほぼ
人工

栄養群
平均値 標準

偏差
中央値 p値a VS混合

栄養群

VSほぼ
人工

栄養群

全体 完全母乳栄養群 241 108.70 12.41 109 <.001 <.001 48.67 5.67 50 <.001 <.001 26.02 5.41 27 22.75 2.34 23 <.001 <.001 11.27 2.72 12 .08 <.001
混合栄養群 207 102.52 14.74 105 <.001 45.48 7.35 47 .422 25.83 5.22 26 20.56 3.44 21 <.001 10.65 2.77 11 .005

ほぼ人工栄養群 105 96.24 15.09 96 44.67 6.83 45 24.73 5.51 25 17.36 4.30 18 9.48 3.17 9

産後3か月 完全母乳栄養群 62 106.97 13.127 107 .185 .022 47.61 6.128 48.5 25.84 5.493 26 22.4 2.343 23 .002 <.001 11.11 2.753 11.5
混合栄養群 55 100.82 16.339 105 .685 44.76 8.327 47 26.09 5.69 26 20 3.83 20 .055 9.96 2.994 10

ほぼ人工栄養群 25 97.96 15.736 98 46.8 6.371 48 24.24 4.781 23 17.44 4.398 19 9.48 3.743 10

産後4か月 完全母乳栄養群 65 109.83 12.186 112 .030 .003 48.74 5.509 50 .056 .063 26.91 5.456 28 22.92 2.064 24 .002 <.001 11.26 2.432 11
混合栄養群 39 101.82 15.422 105 .892 45.13 7.76 46 1.00 25.26 5.087 25 20.49 3.619 21 .181 10.95 2.762 11

ほぼ人工栄養群 23 98.83 14.779 97 45.22 6.571 44 24.52 5.599 24 18.3 4.279 19 10.78 2.828 11

産後5か月 完全母乳栄養群 58 109.02 13.162 109 .028 <.001 48.83 6.067 50.5 .207 .015 26.41 5.089 26.5 22.47 2.709 23 .009 <.001 11.31 2.761 12 1.00 <.001
混合栄養群 48 104.75 13.127 105.5 .009 47.44 6.401 49 .609 25.27 5.457 25 21.13 2.679 21 .028 10.92 2.583 11 .009

ほぼ人工栄養群 19 93.21 15.69 92 43.21 9.289 46 24.42 5.409 23 17 4.534 17 8.58 2.61 9

産後6か月 完全母乳栄養群 56 108.96 11.103 109 .076 <.001 49.59 4.797 51 <.001 <.001 24.77 5.481 25 23.21 2.197 24 <.001 <.001 11.39 3.013 12 .61 .001
混合栄養群 65 102.72 14.132 104 .014 44.85 6.753 46 .527 26.35 4.745 26 20.66 3.492 22 <.001 10.86 2.663 11 .024

ほぼ人工栄養群 38 95.05 14.759 94 43.66 5.625 44 25.34 6.086 25 16.92 4.207 17 9.13 3.086 9

多重比較

<.001

表4　栄養方法別尺度得点

尺度全体 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子多重比較 多重比較 多重比較 多重比較

<.001 <.001 .074 <.001

.063

.001 .016 .068 <.001 .720

.017 .253 .189

.002

<.001

.271 <.001

.001 .018 .277 <.001

a:Kruskal- Wallis 検定 p<.05
 n.s.=not significant

<.001 <.001 .001
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